
＜中学生の方＞ 

宮崎市「障がいのある人への理解」に関するアンケート（案） 
 

ご記入にあたってのお願い 

宮崎市では、障がいのある人もない人も、すべての人が安心して楽しく暮らせるまちづくりを目指しています。このアン
ケートは、みなさんが「障がい」についてどう感じ、考えているかを知り、今後のより良い取り組みに活かすためのもので
す。名前を書く必要はありません。あなたが日頃感じていること、考えていることをありのままに回答してください。ご協
力よろしくお願いします。  

 

※注釈（障がいに関する説明） 

1. 身体障がい者　…　からだの一部が動きにくかったり、見えにくかったり、聞こえにくかったりして、生活の中で困るこ
とがある人など 

2. 知的障がい者　…　ものを考えたり、覚えたり、話したりすることが苦手で、学校での勉強や生活の中で困ることがあ
る人など 

3. 精神障がい者　…　心の病気によって、気持ちや考え方のバランスが崩れて、生活の中で困ることがある人など 

4. 発達障がい者　…　生まれつき脳の働き方の違いがあり、人とのコミュニケーションや、集中すること、決まったこと以
外への対応などで困ることがある人など 

5. 高次脳機能障がい者　…　病気やけがで脳にダメージを受けて、言葉や記憶、行動に困ることがある人など 

6. 難病患者　…　原因がはっきりわからず、治りにくい病気で、生活の中で困ることがある人など 
 

問1　あなたは、以下の障がいについて知っていますか。それぞれ、あてはまる番号に〇をつけ
てください。 

 1. 十分知って
いる 

2. まあまあ 
知っている 

3. どちらでも 
ない 

4. あまり 知ら
ない 

5. 全く 知らな
い 

1. 身体障がい      

2. 知的障がい      

3. 精神障がい      

4. 発達障がい      

5. 高次脳機能障がい      

6. 難病      

 
問2　あなたは、以下の障がい者について、理解したり・気づかいができていると思いますか。そ
れぞれ、あてはまる番号に〇をつけてください。 

 1. できている 2. まあまあ
できている 

3. どちらでも
ない 

4. あまり で
きていない 

5. 全くできて
いない 

1. 身体障がい者      

2. 知的障がい者      

3. 精神障がい者      

4. 発達障がい者      

5. 高次脳機能障がい者      

6. 難病患者      

 
問3　（問2で「1.できている」「2.まあまあできている」に一つでも〇があった方へ）障がい者へ理解
や気づかいができているのはどうしてですか。あなたの気持ちに一番近いものを、次のうちから3
つまで選んでください。 

1.​ 学校の授業などで学んだことがあるから 
2.​ 家族や友達に障がいのある人がいるので、身近に感じるから 
3.​ テレビや本、インターネットなどで見たり聞いたりしたことがあるから 
4.​ かわいそう、大変そうだと感じるから 
5.​ 自分も病気やケガをした時に、同じように困るかもしれないと思うから 
6.​ 困っている人がいたら助けてあげたい気持ちがあるから 
7.​ 障がいのある人と接した経験があるから 
8.​ 障がいについてもっと知りたいと思うから 
9.​ その他（　　　　　　　　） 

 

問4　（問2で「4.あまりできていない」「5.全くできていない」に一つでも〇があった方へ）障がい者
への理解や気づかいができていないと感じるのはどうしてですか。あなたの気持ちに一番近いも
のを、次のうちから3つまで選んでください。 

1.​ どうやって声をかけたり、手伝ったりすれば良いのか、方法がわからないから 
2.​ 何かをして、逆に相手をきずつけたり、 迷惑をかけたりしないか心配だから 
3.​ 周囲に障がいのある人がいないので、考えるきっかけがないから 
4.​ 障がいについて、学校や家で 詳しく学んだことがないから 
5.​ 少し不安な気持ちがあるから 
6.​ 自分から声をかける勇気がないから 
7.​ 障がいのことにあまり興味・関心がないから 
8.​ その他 (　　　　　　　　) 

 

問5　障がいや、障がいのある人への社会の理解を深めていくために、どのような取り組みが有
効だと思いますか。あなたの考えに近いものを、3つまで選んでください。 

1.​ 学校教育の中で、障がいの多様性や特性について学ぶ機会を増やす 
2.​ 障がいのある当事者から、直接体験談や想いを聞く講演会や交流会を実施する 
3.​ 車いすやアイマスクなどを使い、障がいのある人の状況を体験する学習を行う 
4.​ 障がいのある人とない人が、スポーツや文化活動などを通じて協働する機会を増やす 
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5.​ テレビ、SNS、YouTubeなどで、障がいへの理解を促進する情報発信を強化する 
6.​ ボランティア活動など、地域で障がいのある人を支える活動に参加しやすくする 
7.​ その他 (　　　　　　　　　　) 

 

問6　障がいのある人へは、どのような気づかいが必要だと思いますか。あなたの考えに一番近
いものを、いくつでも選んでください。 

1.​ 困っているようだったら、「何かお手伝いしましょうか？」と声をかける 
2.​ 一人ひとりの障がいのことを知ろうとする 
3.​ その人がどんなことに困っているか、よく見て考える 
4.​ 困っていそうでも、すぐに助けようとせず、自分から「助けてほしい」と言われるのを待つ 
5.​ 相手の気持ちを考えて、勝手に決めつけたりしない 
6.​ みんなが過ごしやすいように、身の回りのバリア（困る場所やもの）をなくすことを考える 
7.​ 障がいのある人もない人も、みんな同じ人間として接する 
8.​ 困っている人がいたら、自分にできることを探して手伝う 
9.​ 急いだり、急がせたりしないように、ゆっくりと接する 
10.​その他（　　　　　　　　） 

 

問7　障がいのある人もない人も、誰もが暮らしやすい社会を実現するために、あなた自身が取り
組んでみたいこと、または心がけたいことは何ですか。自由に記述してください。 

(自由記述欄) 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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